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受難節第 1 主日礼拝 説教「神との縁（えにし）」 要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2019 年 3 月 10 日  

申命記 6 章 10～19 節 ルカによる福音書 4 章 1～13 節 

先週の水曜日、教会の暦では、灰の水
曜日を迎え、主の御苦しみを覚える受難
節(レント)を迎えました。そこで、受難
節第一主日の礼拝をこうして献げる私た
ちは、主の御苦しみを覚えると同時に、
十字架の主と自らとを重ね合わせ、これ
より御言葉に聞こうとしています。た
だ、東日本大震災から、間もなく八年が
過ぎようとしているこの時、主のご受難
に加えて、あの日の出来事を思い出すの
が、こうして御言葉に聞いている私たち
でもあるのでしょう。それは、あの日の
出来事が、私たちの中で単なる過去の記
憶として刻まれているだけでなく、私た
ちの身体感覚として身に備わり、思い出
されるからです。しかし、その一方で、
記憶の周辺にあるものが、少しずつ色あ
せていくのを感じもします。それは、あ
の日を思い起こさせるものが、身の回り
から少しずつ少なくなってきているから
であり、それゆえ、私たちの中では、あ
の時の絶望感、不安感は徐々に薄まり、
穏やかな日常を取り戻したかのようにも
思えるのです。ただ、そう思うのは、も
しかしたら、かりそめのこと、つまり、
一時的でその場限りのことなのかもしれ
ません。 

今、私たちが、穏やかな日常の中に置
かれているのは間違いありません。震災
直後の混乱はなく、栓を開けば水が出
て、また、電気、ガスも当たり前のよう
に使うことができます。それが私たちの
生きる日常だからです。けれども、あの
時、私たちが感じたことは、かりそめの
ものではありませんでした。今、身体感
覚として身に備わっていると申しました
ように、今の穏やかなこの日常を当たり
前のように過ごしているのは、あの時の
経験、記憶を、私たちが、心の奥底にし
まい込んでいるだけのことなのかもしれ
ません。それは、地震が、私たちがこう
してこの日本という国に生きる限り、避
けて通ることができないものである以
上、心に蓋をして鍵を閉め、その奥底に
しまい込む形でしか、穏やかな日常を取
り戻すことができないからです。従っ
て、八年前に私たちが身につまされたこ
とは、この時代だけに課せられた重荷で
はありません。あの日の私たちの体験

は、その歴史を通じて、この地に生きる
者であれば誰もが常に感じてきたことで
あり、つまり、多くの人々の絶望を抱え
込むように形作られてきたのが、私たち
の歴史だということです。 

そして、私たちの身を強ばらせるもの
は、地震などの災害に限ったことではあ
りません。今日は、ちょうど 3 月 10 日
ですが、74 年前、一夜にして、まさに
一瞬のうちに、10 万人とも言われてい
る人々の命が奪われた、あの東京大空襲
のあった日です。そして、この 10 万と
も言われている人々の中には、東日本大
震災同様に、数え上げることのできない
くらいの助かった命、助けられた命があ
ったはずです。そもそも、この大勢の
人々の命は、本来は、奪われる必要のな
かった命なのです。そして、この 3 月
10 日を思い起こす中で、さらに絶望を
深めさせられるのは、失われた命の数の
多さに加えて、生き残った人々のその後
です。100 万とも言われている罹災者、
その中には、戦災孤児と言われている
人々、戦争未亡人と言われている人々、
生きる術を失い、様々な形で絆を断ち切
られ、なお生きることを求められた人々
がおりました。ですから、そのご苦労
は、後々に生きる私たちが軽々しく言葉
で言い表すことなどできないくらいに重
いものでもありました。 

ただ、未曾有の惨劇とも言えるそうし
た出来事も、私たちが一歩外に踏み出す
なら、私たちだけが特別だということで
はありません。私たちが生きるこの日本
という国の外に目を移すと、そこには、
私たちと同じような絶望を抱え生きる
人々の歴史を見ることができるからで
す。そして、この歴史がいかにして築か
れてきたかと言えば、人々が、絶望を抱
きしめ、抱え込んで生きてきたがゆえの
ことでもありました。従って、世界全体
を包み込むこの絶望が、私たち人間の歴
史を形作る一因であったということで
す。人として生きることの喜びだけが、
この世界を支配しているわけではないの
です。そして、その影響が特に大きかっ
たのは、ここ 100 年のことでもあります
が、しかし、それは、私たちの手の届く
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ここ 100 年ほどに限ったことではありま
せん。地震、津波などの災害、コレラ、
ペスト、スペイン風邪など、病気の蔓
延、さらには、命の奪い合いであり、人
間の尊厳を深く傷つける戦争、そうした
様々な出来事を通して、こうして築かれ
てきたのが人類の歴史であり、その中
で、どれほど多くの人々の命が奪われて
きたことかと思うのです。  

そして、それは、遠い昔、人間が富の
蓄積を始めたその時代まで遡ることがで
きるそうですが、私たちはまた、その証
拠を聖書の中に見て取ることができま
す。聖書には、エリコという町が登場し
ますが、エリコは、世界最古の町と言わ
れ、その歴史は、およそ八千年前くらい
前まで遡れるのだそうです。そして、そ
れとほど近い場所で、町が造られた時代
に近い地層の中から、凄惨な殺され方を
したおびただしい数の人骨が発見された
ことがあったそうです。ですから、聖書
が、私たちがこうして手にしているよう
な形で記されているのは、そうした歴史
的事実とまったく無関係であったとは思
えません。人と人との凄惨な歴史をその
背景として抱え、そして、事実、聖書に
は、そのことを彷彿させる記述もあるの
です。ですから、聖書に記されているこ
とは、決して神話や物語の世界のことで
はないということです。私たちと同じよ
うに、絶望を見つめ、それも、ただそれ
を茫然自失に見つめるのではなく、絶望
に身を置き、まさに、そうした歴史に生
き、身体的な感覚をもってまとめ上げら
れたものが、聖書の御言葉であったとい
うことです。 

それゆえ、人間の愚かさ、それに伴う
悪意と邪気といったものを、聖書は遠ざ
けることはしません。ただ、そこで、私
たちがこの誤魔化しのない事実だけ見つ
めるなら、人の世は、空しく儚いだけと
いうことにもなるのでしょう。ですか
ら、当然、そうした事態には対処しなけ
ればならないのですが、けれども、聖書
は、絶望の一因ともなる人間の愚かさと
いったものを一方的に暴き立て、問題の
解決を図ろうとはしません。それが、聖
書が語られている目的ではないからで
す。なんとかせねば、ということを視野
に置きながらも、聖書がこうして記され
ているその目的は、神様とイスラエルの
人々、人類との一貫した関わりであり、
その歴史を記すことです。そして、神様
が、歴史を通じて、一貫した姿勢を保ち
続けたのは、イスラエルを通して、世界

と世界の人々とを神様の祝福に中に置く
ためでした。つまり、この目的のために
この世界において働かれるのが、私たち
の神様であり、それゆえ、この神様の働
きが、絶望の中に置かれている人々に希
望を与えることにもなったのです。です
から、ここでのイエス様と悪魔とのやり
取りは、正義と悪との単純な戦いを現し
ているわけではありません。神様が働か
れているこの世界を舞台に、主イエスを
通して、神様を信じる希望がここに現さ
れているのです。 

40 日 40 夜の主イエスとの戦いの後、
悪魔が、「時が来るまでイエスを離れ
た」とあるように、悪魔は、主イエスの
前から一時的に雲隠れしただけです。で
すから、この時点ではまだ決着はつけら
れなかった、つまり、勝敗は付かなかっ
たということです。従って、主イエスは
悪魔に負けなかった、ただそれだけのこ
とであり、私たちが期待するような結論
は、先延ばしにされたままであるという
ことです。それゆえ、私たちがどれほど
身綺麗になろうとも、私たちを絶望へと
陥れる様々な要因は、悪魔が完全に滅ぼ
されてはいない以上、世界から完全に払
拭されたわけではありません。しかも、
私たちを苦しめる悪意、邪気といったも
のは、悪魔が、主イエスに寄り添うよう
な体裁を取り、働きかけているように、
その手法は巧妙で、それゆえ、その働き
かけに私たちが抗うことができず、私た
ちは、容易く絶望の縄目に絡め取られる
ことにもなるのです。 

このように、悪魔のささやきは、時に
天使のささやきのように聞こえます。で
すから、もし、主イエスと同じような状
況の中で、悪魔の声を聞いたなら、私た
ちは、それが悪魔のささやきだと思える
でしょうか。この悪魔の声を天使の声の
ように聞き、おっ、やった、有り難い、
私なら、そう思うことでしょう。ただ、
それだけにまた、主イエスがここで悪魔
に負けなかったことが、とても大事なよ
うに思うのですが、しかし、負けなかっ
たということは、問題が先送りされたま
まだということです。それゆえ、私たち
が凄惨な出来事を前にしたとき、それだ
けが私たちの置かれている現実だとしか
思えず、絶望の縄目に絡め取られること
にもなるのです。ですから、そのような
とき、私たちは何を思うのか。戦争体験
者、関東大震災、東日本大震災等の罹災
者、中でも、愛する者を突然奪われた
人々は、神様の造られたこの世界を、主
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イエスが活発に動き回っている世界では
なく、主イエスも神もただ静まるだけで
何もしない場所だと、それどころか、こ
の世界を支配しているのは悪魔ではない
か、そう思うことにもなるのでしょう。
そして、そう思うのは、直接的に体験し
た人々だけではありません。そのような
人々の傍らに立つ私たちも、身の丈を超
える力に抗うことができず、それゆえに
また同じように絶望を深めることにもな
るからです。つまり、私たちもまた同じ
ように言葉を失う経験をするということ
です。 

しかし、そのような状況の中にあって
なお、希望があると、そう断言するのが
聖書の御言葉でもあるのです。なぜな
ら、神の御言葉がこうして後世に残され
ることになったのは、この希望を実際に
経験した人々がいたからです。まただか
ら、イスラエルの人々は、その信仰的実
体験を子どもたちにも懸命に伝えようと
努めたのです。申命記の記述には、この
ように、神が共にいます希望ゆえの実体
験が現されているのですが、けれども、
この希望の体験は、イスラエルの人々だ
けでなく、主イエス･キリストの十字架
と復活の出来事を信じる私たちもまた、
同じようにこの希望の体験を積み重ねて
いるのです。だから、あの震災直後の日
曜日、私が語ったことは、言葉を失う経
験をした私たちには、語るべき言葉が何
もないのではなく、あるのだということ
をでした。ただし、それは、自らを偽
り、なきに等しいことを人に押しつける
かのように、希望、希望といたずらに希
望という言葉を連呼したわけではありま
せん。 

言葉を失うような経験を、私たちは決
して避けることはできません。そして、
私たちにそう思わせるものは、あの日の
出来事だけではありません。貧困、饑
餓、それを克服するかのように私たちが
目指す上昇志向、そして、それに伴う名
誉欲、権力欲など、外からの力に加え
て、私たちのエゴ、自我がどれほど人と
自分自身とをないがしろにし、傷つける
ことか。ただ、そうしたことを私たちは
自ら選択し、また、それを希望とすら思
い込み、際限のない戦いを挑むのです。
そして、その戦いに敗れたとき、私たち
は絶望感を味わうことにもなるのです。
しかし、中には、そうしたものをものと
もせず、果敢にも抗おうとする人々もお
ります。いわゆる、悟りの境地に達した
人々が、そのような人々とも言えるので

しょう。けれども、悟りを開いたと言わ
れたある高僧が、癌を患い余命宣告をさ
れるやいなや絶望に駆られたという話が
あるように、絶望と完全に抗える者は、
恐らくはいないのだろうと思います。そ
こで、信心深い者は信仰により頼む、そ
して、その自信の深まりと共に、神から
自分へと軸足を動かし、自分の都合のい
いように聖書の御言葉を解釈し、結果、
ここでの悪魔のように、自らを納得さ
せ、また、人を説得しようとして、自ら
の身勝手な思いを聖書の御言葉に代弁さ
せたりもするのです。では、私たちが見
つめている希望とは何か。 

私たちは、希望が見えない中で、希望
という言葉だけを口先で語り続けてきた
わけではありません。従って、私たちが
口にする希望は、私たちにとって、見せ
かけ倒しの、子供だましのようなもので
はありません。けれども、言葉を失うよ
うな経験をした時、私たちは、御言葉の
中に希望を見出すことができなくなるこ
とがあるのです。では、私たちは、本当
に希望だけを見つめ、言葉を発している
のでしょうか。恐らく、絶望に駆られた
多くの者は、神様なんて、イエス様なん
て、聖書なんて、教会なんて、そう思う
ことでしょうし、また、それが、嘘偽り
のない私たちの姿ではないでしょうか。
ですから、そのようなとき、私たちが心
を傾けるものは、悪魔でも、天使でも、
どっちでもいいのでしょうが、ですか
ら、聖書の御言葉をいくら持ち出し、説
得されたとしても、それで、私たちの心
が動かされることはないのでしょう。ま
してや、希望を語るその口が、やせ我慢
や空威張りのように言葉を発したところ
で、その姿を見た人々が、なるほど、希
望はまだまだある、世の中捨てたもんじ
ゃないなどとどうしてそう思えるのでし
ょうか。けれども、この誤魔化しようの
ない中にあって、希望に生きていたのが
主イエスであり、ですから、その点で、
私たちとイエス様とでは大きく違ったと
いうことです。ですから、この違ったと
いうところ、つまり、主イエスが悪魔に
ここで勝つのではなく負けなかったとい
うことが、それゆえに、この荒野での出
来事における最も大切なことだと、私は
思うのです。 

主イエスが経験した十字架と復活の出
来事が私たちに明らかにすることは、天
の窓が開かれ、神の希望が確実にこの世
界に届けられているということです。そ
して、それが、この荒野での主イエスの
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姿を通して明らかにされているのです
が、それゆえ、私たちは、どれほどの絶
望を味わおうとも、主イエスがそうであ
るように、天の窓が開かれている私たち
の上には、神様の希望が燦々と降り注い
でいるのです。そして、それは、思い込
むことではなく、事実その通りだという
ことです。先ほどから申し上げているよ
うに、それが、主イエスが悪魔に負けな
かったと言うことの中に現されているの
です。なぜなら、悪魔に勝ったのであれ
ば、絶望はもはや私たちの足下から失わ
れたと言えるのでしょう。けれども、実
際はそうではない。私たちは言葉を失う
経験を未だにし続けているし、終末まで
続くことでもある。それゆえ、悪意、邪
気などの様々な力が私たちを絶望へと追
いやることにもなるのですが、しかも、
それは、時に善意の仮面をつけ、私たち
に近づくことさえある。ですから、悪魔
と対峙する主イエスの姿が、まさにこの
世界に生きる私たちの姿そのものだとも
言えるのですが、そこで、一つ疑問が湧
いてきます。 

主イエスはどうして、悪魔の誘いにお
めおめと乗っかったのでしょうか。なに
も相手にせずとも、適当にあしらっても
良かったはずです。けれども、主イエス
は、悪魔の誘いに乗り、身を任せて一つ
一つその相手をし、しかも、そこで、悪
魔に勝とうと思えば勝てたはずなのに、
あえて負けないという選択をしている。
それはどうしてなのでしょうか。それ
は、悪魔が手強かったからではありませ
ん。勝つことを選ぶのではなく、負けな
いということを選んだところに、私は、
主イエスの愛、天の窓が開かれた現実に
生きる者の姿、悪魔すら受け止めようと
するその懐の深さが現されていると思う
のです。そして、このことが、私たちの
救いと深く関わっているように思うので
す。なぜなら、絶望の内に置かれた私た
ちが、どうして主イエスの出来事の中に
希望を見出すことができるのかと言え
ば、この絶望的な状況の中にあって、主
イエスが悪魔すら受け止めたからです。  

先週も申し上げたことですが、愛と
は、現実に則することであり、現実まで
下り、現実を受け止め、相手に合わせる
ということです。それゆえ、愛は、時に
私たちの理屈に合わないこともあるので
すが、主イエスがここで悪魔に勝つので
はなく負けなかったと言うことも、私た
ちの理屈に合わないことだと言えるので
しょう。しかし、それだからこそまた、

主イエスが、この悪魔とどこまでも付き
合っている点が特に大事だと思うので
す。それは、絶望に駆られたとき、私た
ちは、悪魔にも天使にもなるからです。
それも、天使の仮面を被り、自分自身の
悪魔の部分を誤魔化しもする、さらに
は、ちょうどここでの悪魔がそうである
ように、自分を誤魔化すために御言葉す
ら持ち出すことさえある、絶望の駆られ
た私たちの中に、そういうところがある
のです。けれども、そのような者を、主
イエスは、ご自分の前から叩きのめそう
とはしておないのです。戦うのではな
く、受け入れている、ここに、絶望に至
った際の希望の道筋がはっきりと示され
ているように思うのです。それは、主イ
エスのこの姿の中に、私たちは、天の窓
が開かれていることをはっきりと知らさ
れることにもなるからです。 

絶望的状況の中に置かれた私たちほ
ど、もろいものはありません。そのた
め、希望へと向かう道筋を見失い、さら
に絶望を深めることにもなるのです。け
れども、そのような中で主イエスを信じ
信頼する者は、言葉を失う状況の中で、
主イエスのように天を見つめ、御心を信
じ、御心をこの世界に現すことが許され
ているのです。このことはつまり、絶望
的状況においては、主イエスを信じる私
たちこそが、世の希望があり、まただか
ら、その私たちをして、天のみ光が地上
に降り注がれることに、世も気づかされ
ることになるのです。従って、絶望の中
にあって、絶望の虜とならずにこの世に
希望を届けることが私たちの使命であ
り、世界制覇を企む悪魔に打ち勝つこと
ではありません。現実に即するように神
の働き、神様の愛が今ここにあることを
信じることであり、そして、それは、さ
さやかなものかもしれませんが、現実を
共にする人々と、その時できる精一杯の
形で、神様の愛を分かち合うなら、私た
ちが置かれているその場所は、天の希望
に満ちあふれた場所となるのです。それ
が私たちであり、それが私たちがこうし
て集められている教会だということで
す。このように、神様とイエス様にとっ
て、私たちこそが世の希望であり、この
希望を分かち合うことを神様は望んでお
られるわけですから、世に希望を現し、
この希望を世の多くの人々と分かち合う
私たちでありたいと、そのように思いま
す。 

祈り 


